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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月11日(2017.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式ＬｉｘＭｙＷＯｚで表記され、六方晶の結晶構造を有する複合タングステン酸化
物粒子であり、
　前記一般式における元素Ｍが、リチウムを除くアルカリ金属、及びアルカリ土類金属か
ら選択される、１種類以上の元素であり、
　かつ、０．２５≦ｘ≦０．８０、０．１０≦ｙ≦０．５０、２.２０≦ｚ≦３.００であ
る熱線遮蔽粒子。
【請求項２】
　前記元素Ｍがセシウム、ルビジウム、カリウム、ナトリウムから選択される１種類以上
の元素である、請求項１に記載の熱線遮蔽粒子。
【請求項３】
　体積平均粒子径が１ｎｍ以上５００ｎｍ以下である、請求項１または２に記載の熱線遮
蔽粒子。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の熱線遮蔽粒子と、
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　水、有機溶媒、液状樹脂、プラスチック用液状可塑剤から選択された１種類以上を含有
する液状媒体とを含む熱線遮蔽粒子分散液。
【請求項５】
　前記熱線遮蔽粒子の含有量が０．０１質量％以上５０質量％以下である請求項４に記載
の熱線遮蔽粒子分散液。
【請求項６】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の熱線遮蔽粒子と、
　固体状のバインダーとを含む熱線遮蔽粒子分散体。
【請求項７】
　前記バインダーが少なくとも熱可塑性樹脂またはＵＶ硬化性樹脂を含む、請求項６に記
載の熱線遮蔽粒子分散体。
【請求項８】
　前記熱可塑性樹脂が、
　ポリエチレンテレフタレート樹脂、ポリカーボネート樹脂、アクリル樹脂、スチレン樹
脂、ポリアミド樹脂、ポリエチレン樹脂、塩化ビニル樹脂、オレフィン樹脂、エポキシ樹
脂、ポリイミド樹脂、フッ素樹脂、エチレン・酢酸ビニル共重合体、ポリビニルアセター
ル樹脂の樹脂群から選択される１種類の樹脂、
　または、前記樹脂群から選択される２種類以上の樹脂の混合物、
　または、前記樹脂群から選択される２種類以上の樹脂の共重合体、のいずれかである請
求項７に記載の熱線遮蔽粒子分散体。
【請求項９】
　前記熱線遮蔽粒子の含有量が０．００１質量％以上８０．０質量％以下である請求項６
から８のいずれか一項に記載の熱線遮蔽粒子分散体。
【請求項１０】
　シート形状、ボード形状またはフィルム形状を有する請求項６から９のいずれか一項に
記載の熱線遮蔽粒子分散体。
【請求項１１】
　単位投影面積あたりの前記熱線遮蔽粒子の含有量が、０．０４ｇ／ｍ２以上４．０ｇ／
ｍ２以下である請求項６から１０のいずれか一項に記載の熱線遮蔽粒子分散体。
【請求項１２】
　複数枚の透明基材と、
　請求項６から１１のいずれか一項に記載の熱線遮蔽粒子分散体とを有し、
　前記熱線遮蔽粒子分散体が、前記複数枚の透明基材の間に配置されている熱線遮蔽粒子
分散体合わせ透明基材。
【請求項１３】
　透明基材と、
　前記透明基材の少なくとも一方の面上に配置された請求項１から３のいずれか一項に記
載の熱線遮蔽粒子を含有するコーティング層とを有し、
　前記透明基材は、透明樹脂基材、または透明ガラス基材である赤外線吸収透明基材。
【請求項１４】
　前記コーティング層はさらにＵＶ硬化性樹脂を含む請求項１３に記載の赤外線吸収透明
基材。
【請求項１５】
　前記コーティング層の厚さが１０μｍ以下である請求項１３または１４に記載の赤外線
吸収透明基材。
【請求項１６】
　前記透明基材が、ポリエステルフィルムである請求項１３から１５のいずれか一項に記
載の赤外線吸収透明基材。
【請求項１７】
　前記コーティング層の単位投影面積あたりの前記熱線遮蔽粒子の含有量が、０．０４ｇ
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／ｍ２以上４．０ｇ／ｍ２以下である、請求項１３から１６のいずれか一項に記載の赤外
線吸収透明基材。
【請求項１８】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の熱線遮蔽粒子を製造する熱線遮蔽粒子の製造方
法であって、
　リチウム含有物質と、元素Ｍ含有物質と、タングステン含有物質とを含む混合物に対し
て、不活性ガスと還元性ガスとの混合雰囲気中で熱処理を施す熱線遮蔽粒子の製造方法。
【請求項１９】
　前記リチウム含有物質が炭酸リチウム、水酸化リチウムから選択される１種類以上であ
り、
　前記元素Ｍ含有物質が、元素Ｍの炭酸塩、元素Ｍの水酸化物、元素Ｍの酸化物から選択
される１種類以上であり、
　前記タングステン含有物質が、金属タングステン、タングステン酸化物、タングステン
酸、タングステン酸アンモニウムから選択される１種類以上であり、
　前記還元性ガスが水素であり、
　前記還元性ガスと前記不活性ガスとの混合雰囲気に占める前記還元性ガスの割合が、０
．１体積％以上２０体積％以下である、請求項１８に記載の熱線遮蔽粒子の製造方法。
【請求項２０】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の熱線遮蔽粒子を製造する熱線遮蔽粒子の製造方
法であって、
　リチウム含有物質と、元素Ｍを含む複合タングステン酸化物とを含有する混合物に対し
て、不活性ガスと還元性ガスとの混合雰囲気中で熱処理を施す熱線遮蔽粒子の製造方法。
【請求項２１】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の熱線遮蔽粒子を製造する熱線遮蔽粒子の製造方
法であって、
　リチウム含有物質と、元素Ｍ含有物質と、タングステン含有物質とを含み、元素Ｍのタ
ングステン元素に対するモル比率ｙ１が０．０１≦ｙ１＜０．２５である第１原料混合物
に対して、不活性ガスと還元性ガスとの混合雰囲気中で熱処理を施す第１熱処理工程と、
　前記第１熱処理工程で得られた処理物に、元素Ｍ含有物質を添加、混合して第２原料混
合物を調製する第２原料混合物調製工程と、
　前記第２原料混合物に対して、不活性ガスと還元性ガスとの混合雰囲気中で熱処理を施
す第２熱処理工程と、を有し、
　前記第２原料混合物調製工程において添加する元素Ｍ含有物質と、前記第１原料混合物
と、に含まれる元素Ｍの合計の、前記第１原料混合物に含まれるタングステン元素に対す
るモル比率ｙ２が０．１０≦ｙ２≦０．５０である熱線遮蔽粒子の製造方法。
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